
平成30年度事業報告〔概要版〕①

●国への要望
1.「福山道路整備に関する要望活動」
2.「福山道路整備に関する要望活動」
3.「福山道路整備促進に関する要望」
4.「福山道路整備促進及び
　   福山港機能強化等に関する要望」
5.「平成３１年度税制改正に関する要望」
6.「中四国地方の幹線道路網整備等に関する要望」
7.「平成３０年７月豪雨災害からの復旧・復興と
　  地域中小・小規模企業の活力強化に関する要望」

［福山道路整備促進期成同盟会］【平成30年5月28日】
［福山道路整備促進期成同盟会 【平成30年6月6日】
   小丸常議員・喜多村常議員・大山議員］
［福山道路整備促進期成同盟会］【平成30年10月23日】

［福山道路整備促進期成同盟会・浅見常議員・常石造船㈱・ﾂﾈｲｼﾎｰﾙﾃ ｨ゙ﾝｸﾞｽ㈱］【平成30年10月30日】

　　　　　　　　　　　　  [福山商工会議所]【平成30年10月30日】

　　　　　　　　　　　［中四国ｾﾝﾄﾗﾙﾙｰﾄ地域連携推進協議会］【平成30年11月27日・12月17日】

　　　　　　　　　　　［広島県商工会議所連合会］【平成30年11月27日・12月17日】

▲湯﨑県知事に提言書を手交
（平成30年10月23日）

［福山道路整備促進期成同盟会］【平成30年5月28日】

［福山道路整備促進期成同盟会］【平成30年10月23日】

　　　  ［広島県商工会議所連合会］【平成30年11月１９日】

　　　 ［広島県商工会議所連合会］【平成30年11月１９日】

　　　　［福山商工会議所他5者］【平成30年12月4日】

※［　］内は要望主体

●広島県への要望
8.「福山道路整備に関する要望活動」
9.「福山道路整備に関する要望活動」
10.「平成３０年７月豪雨災害からの復旧・復興と
　    地域中小・小規模企業の活力強化に関する要望」

11.「平成３１年度小規模企業対策予算の確保に関する要望」

12.「広島県東部港湾整備に関する要望」

▲小林衆議院議員に要望書を手交
      　（平成30年6月6日）

●福山市への要望

▲福山市・福山市議会・福山商工会議所による懇談会

  経済行政懇談会【平成30年11月28日】
福山商工会議所より以下の６項目について行政へ要望・提案を行った。
　①防災対策（浸水対策の加速化と抜本的強化）について
　②コンベンション機能の強化について
　③産・学・官連携による雇用対策の推進について
　④「ものづくりのまち福山」に相応しい高等教育機関の学科改編について
　⑤特区を活用した産業施策の推進について
　⑥行政手続きに係る窓口のワンストップ化について

中小企業の発展や、都市基盤整備の充実に
向けた、各種提言や要望活動を行った

１．地域振興のための意見・政策提言活動の展開

主な要望活動内容
福山道路整備・福山港機能強化に関する要望活動

▲湯﨑知事に要望書を手交
    （平成30年12月4日）

福山・尾道・三原の３市長と３商工会
議所会頭により、「地域産業の競争力強
化」、「交流・賑わい機能の強化」、「安全・
安心対策の充実・強化」、「クルーズ振興
施策の推進」、「放置艇対策に伴う係留
施設整備」の５項目について、湯﨑知事
と山木県議会議長へ要望を行った。

▲石川雄一国土交通省道路局長に要望書を
　手交（平成30年6月6日）

平成 29 年 3 月に発足した「福山道路
整備促進期成同盟会」の要望活動に、6
月には福山通運の小丸社長、備後通運
の大山社長、丸加海陸運輸の喜多村会
長が陳情に同行。地元業者の生の声を
届けた。
また、10月には、JFEスチール西日本
製鉄所の浅見副所長、ツネイシホール
ディングスの神原専務が荷主側の立場
で福山道路の早期整備を訴えた。
さらに福山港機能強化では、箕沖・箕
島地区埠頭再編改良事業の予算確保、
クルーズ船誘致に向けた公共岸壁の早
期整備等を要望した。

▲阿達雅志国土交通省政務官に要望書を　　
　手交（平成30年10月30日）

 ［そのほかの主な要望先］
・事務次官　　　　・国土交通省技官　・港湾局長
・宮沢参議院議員　・小林衆議院議員

広島県東部港湾（福山港・尾道糸崎港）に関する要望活動

1



当所会員の大半を占める小規模事業者に対して、福山地域中小企業支
援センターや外部支援機関と連携しながら、金融、税務、記帳、申告指導、
労務などの基本的な相談をはじめ、各種助成金・補助金の活用、経営
革新・経営計画策定、販路開拓、創業支援など、重層的・複合的な経
営相談を実施するとともに、平成３０年７月豪雨災害被災事業所の復興
支援のためグループを形成し４３社の支援を行った。また、消費税率引
き上げに向け、軽減税率制度や価格転嫁対策に関する支援を行った。

●経営相談

小規模事業者の経営状況分析、経営計画策定、計画実行支援に取り
組んだ。

●経営発達支援計画【第２期計画】（平成３０年３月認定）に基づく経営支援

マル経融資をはじめとした、日本政策金融公庫の各種
融資制度等を斡旋し、中小零細企業の資金需要に積極
的に対応した。また自社の経営状況やお金の流れを簡
単に把握できる資金繰りの冊子を作成し、財務状況の
把握や資金繰り改善を支援した。

●金融支援

　「創業塾」の開催や個別相談、また、ひろしま産業振興機構の創業サポー
ター制度などの活用により、ビジネスプランの作成や資金調達、各種届
出・手続、税務、労務など創業者に寄り添った支援を行った。

●創業支援

●販路開拓フォーラム２０１9＆ビジネス交流会の開催

平成30年度事業報告〔概要版〕②

税制改正要望の結果

２．中小・小規模企業の成長と経営力の強化

・中小企業向け設備投資減税の延長（２年間）・拡充
　中小企業経営強化税制→働き方改革に資する設備（休憩室、食堂の整備等）
　　　　　　　　　　　　の適用明確化
・「中小企業防災・減災投資促進税制」の創設（２年間）
・中小企業者等の法人税率の軽減の延長（２年間） ▲経営相談の様子

▲発表者の紹介をする講師

▲創業塾の様子

▲宮沢自民党税制調査会長へ要望書を手交
    （平成30年10月30日）

●正副会頭と部会との懇談会
業界の現状、課題や当所への要望等を聴取し、当所事業や要望活動の参考とするため、
平成 30 年度は３部会との懇談会を開催した。懇談会での意見を参考に経済行政懇談会
の場で福山市へ要望を行った。

経営相談実績の推移 巡回相談
窓口相談 窓口相談件数 （件数）

対象
企業数

937 239 1,154 119 279 244 30 22 2,087

経営
革新

経営
一般 情報化 金融　 税務 労働 その他 合計

【平成30年度実績】
経営状況分析  ２１４件
経営計画策定  １０１件　

【平成30年度実績】
マル経融資推薦件数：５３件
推薦金額：３７，９６０万円
その他公庫制度融資斡旋件数：9件
斡旋金額：１１，７１０　万円

【平成３１年２月１４日】

受講者：32名

【平成30年度創業件数】8件

Ⅰ.中小企業向け設備投資減税の延長・拡充等

Ⅱ.個人事業者の事業承継税制の創設
土地以外の事業用資産も税制の対象に！
・個人事業者（青色申告事業者）の贈与・相続に係る
  納税猶予制度（10 年間の時限措置）
・対象資産としては、事業用宅地（400㎡）、建物（800㎡）、
  機械装置、 器具備品、 車両船舶、 構築物等

▲卸売商業部会との懇談会
　（田村敏治部会長）
　平成30年７月３日

▲一般工業部会との懇談会
　（髙尾悦史部会長）
　平成30年８月３日

▲観光・サービス業部会との懇談会
　（村上正高部会長）
　平成30年９月18日

▲備後地域商工会議所会頭会議

●備後地域商工会議所会頭会議
福山・府中・尾道・三原・竹原・因島・笠岡・井原商工
会議所の正副会頭、専務理事が一堂に会する備後地域商
工会議所会頭会議を三原市内で開催。 独創的かつ市場性
のある新事業または創業者を表彰する「備後地域商工会
議所新事業表彰事業」を共同事業として実施することに
なった。

経営計画を策定し販路開拓に取り組んだ小規模事業者の事例を紹介し、
「商工会議所からの支援の受け方」、「経営計画策定の効果・効用」につ
いて、受講者の認識を深めるとともに、新たに「経営計画策定支援」
を希望する事業所の掘り起こしを図った。 

2,619
2,101

0

1,000

2,000

3,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度

2,286
2,575

2,278
2,603

（件数） 平成30年度

1,543
2,087

◀資金繰り冊子「１番簡単な資金管理の方法」

【平成３１年２月２７日】
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平成30年度事業報告〔概要版〕③

※福山河川国道事務所から提供

▲健康経営セミナー（平成30年6月5日）

▲生産性向上研修
　（平成30年12月7日）

▲生産性向上のためのIT活用セミナー
　（平成30年7月6日・12月10日）

▲生産性向上セミナー
　（平成30年8月7日）

▲サマーツアー2018
　若手社員の生の声を聞き質問する大学生

▲学生と企業との交流会（東京会場）

●災害対応

●若年者就労支援事業の推進

●生産性向上に関するセミナー

地元企業の人材確保の一助として、市と連携しながら、県外の大学へ通う大学生に対する市内企
業の情報提供「サマーツアー」や関東・関西圏等県外の学生と地元企業との交流会を行った。

深刻化する人手不足の解消のため、ＩＴを活用して生産性向上を図るためのセミナーと、業務
の流れを把握し、その上で具体的な解決策を検討する生産性向上セミナーを開催した。また
時間の見える化で業務改善を図ることを目的に生産性向上研修を開催した。

●健康経営セミナーの開催
企業が従業員の健康を経営資源と捉え、健康増進を
図ることで生産性や企業価値の向上を目指す「健康
経営」の普及促進を図るため、アクサ生命と共催で、
健康経営セミナーを開催した。

平成30年7月豪雨災害に対する福山商工会議所の対応

10月2日　平成30年7月豪雨災害グループ補助金説明会を開催

「平成30年7月豪雨災害に関する特別相談窓口」を迅速に
設置し、会員事業所の被災状況の把握や、各種支援措置の
情報収集に努めた。

災害の被害状況と支援策「グループ補助金」に関する意向調査を実施
調査概要◆発 送 先 　当所会員５，２７３事業所
　　　　◆調査期間　平成30年8月27日～9月14日
　　　　◆調査方法　調査票を郵送し、ＦＡＸで回収
調査結果
◆回 答 数 　126事業所
◆被害状況　・直接被害　　114件
　　　　　　　（浸水・土砂災害等）
　　　　　　　被害額累計　11億5,759万円
　　　　　　・間接被害　　 24件
　　　　　　　（交通網の寸断・断水等）
　　　　　　　被害額累計　　 　9,198万円
◆グループ補助金の意向（直接被害のあった事業所が対象）
　・当所グループで申請したい　66事業所  ・検討する　　　　　　15事業所
　・他グループで申請予定　　　 3事業所 　・申請の予定はない　　　27事業所

１０月31日　グループ組成を行い「福山商工会議所復興プロ
ジェクト」の名称で、４６事業所がグループ認定の申請を行う

復興支援のためグループを形成し、４３社の支援を行った（継続中）

●平成30年7月豪雨災害義援金寄附受納式
７月豪雨災害の被害に対する復興の一助として、当所と友好親善
および交流増進協約を結んでいる韓国の浦項商工会議所と当所
青年部と親交のある水戸商工会議所青年部の義援金と併せて福
山市に贈呈した。

▲小川専務理事から中島副市長へ
　目録を手渡す

被災された中小企業・小規模事業者の皆
様に対して、事業継続、再開に向けた支援
策の一つ。複数の中小企業等が形成する
グループに施設復旧等を支援する補助金

グループ補助金

人手不足に対する取り組み
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３．産業の発展と潜在力の強化

平成30年度事業報告〔概要版〕④

●広報・調査活動
さまざまな媒体で、当所事業・活動のＰＲに努めた。
・会頭記者会見　・月刊誌「商工ふくやま」  ・メールマガジン「ＦＣＣＩライナー」
・ホームページ　　・Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　　　 ・エフエムふくやま「ハロー！商工会議所」

●福山駅前等歩道空間活用社会実験
　ＯＰＥＮ ＳＴＲＥＥＴ ＦＵＫＵＹＡＭＡ 2018
福山駅前を中心とした公共歩道空間で賑わい創出・回遊性向上を目的に、
「ミチ」をきっかけにした楽しい「マチ」づくりの社会実験を実施した。

【vol.2 平成30年6月8日～10日 ／ vol.3 平成30年10月19日～21日】

中心市街地の賑わい創出と回遊性の向上

●ふくやま手しごと自慢市
●福山おさんぽウォーク
出店者が趣味を活かし自ら作った自慢の逸品を一堂
に展示販売する「ふくやま手しごと自慢市」や、中心
市街地をウォーキングしながら回遊し、街とお店を広
く市民に知ってもらうことを目的とした「福山おさん
ぽウォーク」等を同時に開催した。

【平成30年10月27日・28日】

▲パンやコーヒーなどの飲食や
　雑貨販売が行われた歩道空間

▲当所事業を新聞記者にダイレクトに発信

●調査事業
・福山の経済の実態を把握するため、毎月、市内企業の景況感
　についてＤＩ方式で調査し、記者会見等で公表した。
・調査協力企業数　約160社　　・回答率　90％以上
・調査方式　郵送によるアンケート調査

・「福山市のモデル賃金」を実施し、結果を冊子にまとめ会員
　事業所等の便宜に供した。
・平成30年8月実施・回答163事業所・郵送によるアンケート方式

▲お酒が飲め、食べ物のデリバリーを
　楽しめるパブリックバル

【平成30年10月27日】

▲福山おさんぽウォークでスタンプ
　を待つ大勢の参加者

●まちゼミ 【第１０回 平成３０年９月２２日～１０月３１日 ／ 第１１回 平成３１年２月２３日～３月３１日】

商店街の店主が講師となり、専門店ならではの知識や情報、コツをお客さまに無料で伝授。

▲まちゼミの様子

参加店数と受講者数（延べ数） 受講者数 参加店数
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▲過去最多の参加者となった交流フェア

▲弁理士相談の様子

●ビジネス交流フェア
備後エリアの企業が一堂に集まり、企業間の人材交流や製品・
技術交流等を行う中で、新しいビジネスチャンスの拡大を図った。

【平成３１年２月２７日】

●広島県中小企業知財支援センター福山サテライト
知的財産に精通したアドバイザーが常駐し、特許技術の商品化や既存
技術の応用について、指導・相談等を行い技術開発や事業化支援を行
った。さらに、知的財産権取得支援制度を創設し、中小企業が行う知
的財産権の取得事業に対し、その経費の一部を補助することで、もの
づくり技術の向上および競争力と経営基盤の強化を図った。

参加者数
（事業所数）

216名
（115事業所）

平成26年度
244名

（132事業所）

平成27年度
224名

（127事業所）

平成28年度
198名

（116事業所）

平成29年度

相談件数の推移

315
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平成26年度（件数） 平成27年度 平成29年度平成28年度

308 354

489

72 57 51

知的相談件数
弁理士相談件数

※弁理士相談は平成２７年度から開始
　補助金認定は平成３０年度から開始

251名
（132事業所）

平成30年度

平成30年度

531

47

補助金認定件数
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平成30年度事業報告〔概要版〕⑤

●シンガポール・マレーシア港湾視察会

幹線道路・港湾整備特別委員会（委員長：大山茂
生）では、広島県東部港湾振興協会福山港部会と共
催で、「シンガポール・マレーシア港湾視察会」を開
催し、シンガポール日本大使公邸での山本大使との
面談や、福山市からシンガポール国内に進出してい
る企業訪問や港湾視察のほか、広島銀行主催の広
友会に参加して、福山港の物流機能や国際コンテナ
定期航路など福山港利用促進等についてＰＲを行っ
た。

活力ある都市基盤の整備

【平成３１年2月９日～１３日】

●鹿児島県志布志港視察会

木材・伝統産業部会（部会長：小畑智嗣）と広島県
東部港湾振興協会松永港部会は、松永港の整備促
進の参考とするため、先進港湾視察として、原木輸
出量が日本一を占める鹿児島県志布志港を訪問し
インフラ整備状況等を視察した。

【平成３０年１１月９日～１１日】

▲シンガポール日本大使公邸で
　山本純特命全権大使を囲んで

●日商簿記検定試験の団体受験化に　
　関する要望と受験対策講座の実施
企業が求める資格第１位である日商簿記検定試験の団体受験化に
ついて、福山市立大学に要望するとともに、年間を通じて「日商簿記
検定試験２・３級受験対策講座」を開講し、企業や学生等の人材育
成と近年減少傾向にあった簿記検定試験の普及・拡大に努めた。

●福山市グローカル人材育成事業推進協議会の参画
産・学・官が一体となって、海外留学と地元企業のインターン
シップを組み合わせたプログラムを実施するために設置され
た協議会に参画し、「地域の活性化に貢献し、地域に密着す
るグローバル人材の育成」に努めた。

●セミナー開催
従業員教育として、新入社員セミナー、コミュニケーション向
上セミナー、営業社員強化研修、女性管理者研修など幅広い
テーマで実施し、従業員の資質向上に努めた。

人材育成

▲福山市立大学の田丸学長へ
　要望書を手交

▲毎年好評の新入社員セミナー

▲留学した学生が成果を報告
▲志布志港を視察

簿記検定の受験者数

受験者数 1,672人 1,616人 1,442人 1,444人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

●地域企業の海外取引等支援
非特恵原産地証明・サイン証明・インボイス証明の発給及び日本商工会議所福山事務所とし
て、EPA（経済連携協定）に基づく特定原産地証明書などの貿易関係証明の発給を通して、地
域企業の海外取引等の支援を行った。ここ数年、貿易関係証明の発給件数は増加している。

発給件数

（件数）

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

759
1,050 1,168

1,647 1,770貿易関係証明【非特恵原産地証明・
サイン証明・インボイス証明】
発給件数の推移

2,4122,412

平成25年度 平成26年度 平成28年度平成27年度 平成29年度 平成30年度

国際経済交流の推進と中小企業の海外ビジネス支援
●国際ビジネス研究会インドネシア視察会

【平成３０年１１月10日～１4日】

ＡＳＥＡＮ最大の人口と国土を持つインドネシア視察会
を実施し、ジェトロ・ジャカルタ事務所をはじめ、タン
ジュンプリオク港や現地企業（製造業）の視察、現地
経済事情の調査やビジネスチャンスの発掘を行った。

▲タンジュンプリオク港
　コンテナターミナルＰＣＴ１にて
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４．地域資源を活用した都市力の向上

地域資源（「ばら」、「ぶどう」）を活用した
地域活性化の取り組み

女性会と青年部の活動

▲福山をワインの街に！
▲商工会議所共同展示商談会「feel NIPPON 春2019」に出展

▲創立50周年記念式典

▲表彰事業の受賞者

▲ジュニアエコノミーカレッジの実践販売

▲史跡や寺院などにアート作品を展示

●鞆の浦 de ART

広域からの旅行者を誘致し、瀬戸内海の国際
的な文化交流拠点としての地位を確立すること
を目的に鞆の浦を会場に現代アート作品を展
示するイベントを開催した。

●女性会
昭和４３年６月１４日「福商婦人会」として発足した女性会が
創立５０周年を迎え、福山商工会議所創立記念日の１１月１日
に記念事業を開催した。
また、創立５０周年記念事業の一環として、地域のため、業界
のために地道な活動を積み重ねてきた女性を表彰する「ふく
やま『輝く女性』大賞」を実施した。

●青年部
広島県商工会議所青年部連合会の創立２０周年にあたり、福
山ＹＥＧが主管となり記念会員大会を福山で開催した。
また、自ら考えて行動する子供起業体験プログラム「ジュニア
エコノミーカレッジ２０１８」や福山城築城４００年記念プレ事
業に位置付けられた「福山城あかりまつり」等を実施した。

平成30年度事業報告〔概要版〕⑥

地域資源である「ばら」や「ぶどう」に着目し、当所が平成２７年度から２年に渡って取り
組んだ「ばらの酵母菌で瀬戸内・福山の六次産業を醸すプロジェクト」の成果を継承し
ながら、ワインを核とした地域活性化をめざし、産・学・官・民で構成する「備後福山ワイ
ン振興協議会」を平成３０年５月１日に設立した。
その中で、「福山をワインの街に！」をキャッチフレーズに、
　・ばらの酵母菌を活用した赤ワイン「Ｓａｎｚｏ no  Aka」等の販路開拓
　・「備後ワインクラブ事業」の実施
　・備後福山産ワインの認知度向上、消費拡大に向けたワインフェスティバルの開催等
などの取り組みを推進した。

・ジュニアエコノミーカレッジ

・広島県商工会議所青年部連合会
　創立20周年記念会員大会 ・福山城あかりまつり

【平成３０年7月～12月の間の6日】

▲幻想的に彩られた福山城あかりまつり

地域文化と賑わいイベント

▲山田県連会長の挨拶

【平成３０年12月23日～平成3１年1月6日】【平成３０年１１月１７日】【平成３０年9月３０日
　　　　　　  ～１０月２１日】

・最優秀賞　桒田慶子さん  　　コミュニティハウスumbrella
・優秀賞　　木村真弓さん　 　 備後ばらバラよさこい踊り隊
・奨励賞　　金井奈穂さん  　　㈱アシスター
　　　　　　岡山容子さん　  　㈱ホーミイダイニング
　　　　　　　田冨美江さん　　㈲親和 鞆の浦・さくらホーム
・特別賞　　岡崎瑞穂さん　　　㈱オーザック
　　　　　　ゾウのふくちゃん　福山市立動物園

「ふくやま『輝く女性』大賞」受賞者

市内8校65名による１3チームが参加

【平成27年度全国商工会議所きらり輝き観光振興大賞】
  で最高賞に次ぐ「振興賞」を受賞した取り組み
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会員数の推移
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会員数は、議員と職員が一体となって会員増強運動を積極的に展開した結果、平成３１年
３月末現在で５,３３１件となり、平成２２年度から９年連続で増加し、過去最高数となった。 ●創業永年会員・優良従業員表彰事業

社会経済の変遷の中、永年にわたるご精進とご努力に敬意と感謝を表す表彰式を挙行した。
創業永年会員１６６社・優良従業員６５８名を表彰。

会員サービス事業の実施
【平成3１年2月１７日】

【平成30年12月5日】

●会員ビジネス交流会
　「手みやげ＆弁当発掘会」の開催
今年度第６回目となる会員交流会の新たな取組みとして、贈る相手に喜ばれる「手みやげ」や、
社内会議・研修・イベントなどの「弁当」を会員事業所より一堂に集め、来場者が自由に見て・
触れて・食べながらビジネスで活用できる新しい商品を発掘してもらう商談形式の交流会を開催
した。計２６社が自慢の逸品を出展し、その他の会員事業所１０７社から約３００名が来場され、
活気あふれる交流会となった。

▲表彰式をエストパルクで開催 ▲林会頭から表彰状を受け取る受賞者

▲約３００名の来場者で会場内は大賑わい ▲各社ブースでＰＲ

▲共済フォーラム
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4,7424,742 4,6744,674 4,7094,709
4,813　4,813　

4,9534,953 5,0465,046
5,1295,129

5,2335,233 5,2955,295 5,3025,302

５．当所組織運営基盤の強化と会員サービスの充実

会員数は9年連続の増加

共済制度の推進

今年度の新事業として「共済フォーラム」を
開催した。本年４月１日より大幅改正となった
事業承継税制を受けての「事業承継対策」や
「自社株対策」など、会員事業所が必要とす
るテーマでのセミナーを開催し、併せて活用
できる共済、福祉制度を紹介することにより、
会員サービスと共済加入者の増加に努めた。

●共済フォーラムの実施

引受会社であるアクサ生命保険㈱と、当所職員による会員事業所への訪問活動や、
キャンペーンの実施により、加入事業所の増加に繋がった。

●生命共済「福の山共済」の推進

平
成
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年
度
末

5,3315,331

生命共済制度「福の山共済」の推移

（口数）
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平成30年度事業報告〔概要版〕⑦
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